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チュートリアルA-2：臨床検査項目分類JLAC - 基礎から最新動向まで

JLAC11を取り巻く動向とJLACセンターが果たす役割

2025年11月12日(水)

一般社団法人医療データ活用基盤整備機構

岡田美保子、河井ひとみ

第45回医療情報学連合大会

「医療DXがもたらす医療情報新時代」
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IDIAL、JLACセンターのご紹介
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JLAC11を取り巻く動向
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日本における臨床情報データベースの広がり

国主導のデータベースの例
◼ NDB (レセプト・特定健診ナショナルDB)
◼ MID-NET (医療情報データベース基盤整備事業)

• 厚生労働省、PMDAによるデータベース、23病院からの収集

商用データベースの例

医療機関の診療データに基づいたデータベース
• CCT: コンバージェンス・シーティー・ジャパン株式会社Convergence CT 

Global Research Network（CGRN)
• MDV: メディカル・データ・ビジョン株式会社EBM Provider

健康保険組合からのレセプトに基づいたデータベース
• JMDC: 株式会社日本医療データセンターMedical Data Bank
• JammNet: ジャムネット株式会社

調剤レセプトに基づいたデータベース
• メディトレンド: 株式会社メディカルフロントメディトレンド
• IMS NPA data: 株式会社アイ・エム・エス・ジャパン
• JMIRI: 株式会社医療情報総合研究所処方情報データベース
• 日本調剤株式会社処方箋データベース

学会等主導によるDBの例
◼ NCD (National Clinical Database)

• 一般社団法人National Clinical Database(日本外科学会等の外科系諸学会)
• 専門医制度と連動した4105施設からの手術症例の入力

◼ NCDA (National Hospital Organization Clinical Data Archives)
• 国立病院機構診療情報集積基盤

◼ J-DREAMS(Japan Diabetes compREhensive database project based on an 
Advanced electronic Medical record System)診療録直結型全国糖尿病データ
ベース事業：国立健康危機管理研究機構・日本糖尿病学会

◼ J-IMPACT: 循環器疾患レジストリ研究拠点
◼ J-CKD-DB (Japan Chronic Kidney Disease Database):

日本腎臓学会DB
◼ J-DOME (Japan medical association Database Of clinical 

Medicine): 
日本医師会 かかりつけ医 診療データベース研究事業 

◼ 日本放射線腫瘍学会 DB
◼ 日本救急医学会DB
◼ 日本麻酔科学会DB
◼ 小児疾患・薬情報収集ネットワーク
◼ さらに近年、多数

2015年前後から
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多施設共同で収集された検体検査データの活用上の課題(の例)

◼ 検査データの単位: 施設によりバラバラ
- 重要なことは単位が標準化されておらず、単純変換できない場合も
- 単位の違い、表揺れ 例) WBC x1000/μL、10S3/μL、×千/μL 、他

◼ 検査値の分布：蓄積されたデータの課題
- 途中の基準値の変更がデータ上では把握できない
- 基準値が揃っていても検査値の分布が施設で異なる場合も

◼ 定性値：標準されていない、表記揺れが大きい
- 例) 尿蛋白（定性） 施設により「±, 1+～ 3+」や「+1～+5」等
- データ上では、+-、±、(+1)、1+、(1+) 30、等等

◼ 検査項目の識別：名称とコードの課題

- 検査項目の名称(表記)は施設により、かなり異なっている

- JLAC10コードは検査センターで採用されているが、医療施設で運用され
る標準コードとしては普及しているわけではない

- 二次利用のためのデータ収集では割当が不完全となり、DB上でJLAC10
コードとローカルコードが混在

- JLAC10コードでは施設間に揺らぎ

- RWDに期待が集まる中、研究利活用には多大な努力が必要

二次利用にはJLAC11を推奨

※新たな二次利用の概念 : 新時代の二次利用とは患者に還元される利用。一次利用と無関係に考えることはできない
    JLAC11は二次利用のためだけではなく、一次利用とともに二次利用も支えるのが使命

患者への還元

RWDによるRWE

品質保証されたRWD

RWD発生源向上の動機付け

医療現場へのフィードバック

医療の質の向上/改善
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電子カルテ情報共有
サービスにおける
検査・感染症情報
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https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001457777.pdf
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電子カルテ情報共有サービスの導入に関する システムベンダ向け技術解説書 https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001330543.pdf
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電子カルテ情報共有サービスの導入に関する システムベンダ向け技術解説書
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001330543.pdf

JLAC10の測定法コード
JLACセンター: 「998（測定法問わず）」、「999（その他の測定方法）」
は特定健診用

JLAC11の測定法コード
JLACセンター: 新規のためコードがない場合の対応として、電子カルテ情報
共有サービス用に暫定的に用いるならば「000」を提案。ただし「000」を用
いることは極力さけるべき
JLAC11では「999」「998」のいずれも認証付番とすることはない

電子カルテ情報共有サービス固有
・検査項目ごとに一つの単位、定性値の設定

→ JLACセンターへの問い合わせ
・FHIR識別文字列、UCUMなどの項目列
・998、999の使用

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

日本臨床検査医学会
JLAC11コード一覧(JLAC10コード付帯)

電子カルテ情報共有サービス
JLAC11/10コードリスト

電子カルテ情報共有サービスの導入に対応するための標準規格について

正確にはサブセット
ではない
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https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/001511375.pdf

2025年7月1日公表
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https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/001511375.pdf
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JLACセンターの役割
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◼ 日本臨床検査医学会(JSLM)より委嘱

• 日本臨床検査医学会(JSLM)はJLACコード付番規則の策定、改定を担い、JLACコードの付番に係る業務一式をIDIALに委嘱

◼ JLACコード維持管理

• 2025年4月よりJLACセンターにて付番業務を開始 (康東天 センター長)

新規試薬・機器への付番、承認済み未付番の試薬・機器への付番、付番案策定(メーカへの問い合わせ含む)、付番審議委員会運営

• 付番結果をJSLM項目コード委員会へ報告

• 付番ルール改定 - JSLM項目コード委員会とJLACセンターの合同審議

• 既存(蓄積されている) JLAC11、JLAC10コードの点検、修正

◼ 臨床検査マスター維持管理業務

• 2025年5月に医療情報システム開発センター(MEDIS)からJLACセンターに移管

• 医科診療行為コードとJLAC10コードの対応付けの検証作業

• JLAC10コードの点検、修正、JLACコードの更新

• 診療報酬改定に対応した臨床検査マスターの更新

◼ 電子カルテ情報共有サービス用JLAC11/10コード表

• 電カル情報共有サービス用JLAC11/10コードリスト表の作成・更新

• パイロット参加施設からの問合せ対応

• JLAC11コードの課題について、課題整理・解決策提案、臨床検査医学会項目コード委員会との協働による対応

◼ 医療機関からのJLAC11採番依頼への対応

◼ 研究グループ、メーカ、検査センタ、他関係組織からの問い合わせ対応・付番要請対応

JLACセンーの主な業務
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【メール審議】

付番審議JLACセンター付番部門審議委員会 審議フロー

原則として毎月開催
付番案作成、審議資料準備、委員会HP(クローズド)準備

開始通知（各月10日前後）

審議資料ダウンロード

「付番案」審議
添付文書は委員会HPより閲覧

「回答様式」に承認の可否、コメントを記入して回
答（回答期限：概ね10営業日）

委員の意見集約

委員の意見を検討し、付番案につき判断
（コードの確定、若しくは継続審議）

議事内容・結論を委員へ通知（メール及び委員会HP掲載）
（当月末～翌月初）

次回以降の付番委員会で再審議

継続審議となった案件

J
L

A
C

付
番

担
当

開催通知

審議

【クラウド利用
審議】

審
議
委
員

JLAC付番
担当

J
L

A
C

付
番

担
当 構成委員：

日本臨床検査医学会、日本臨床検査薬協会、
日本衛生検査所協会、日本臨床衛生検査技師
会の各団体から推薦された委員、その他有識者

正
・
副

委
員
長

検討中の事項

◼付番審議の迅速化
• 対象試薬は従来PMDAのサイトから新規

添付文書情報を検索

• メーカ・販売会社への情報提供依頼
• 審議プロセスの迅速化
◼ 審議日程の短縮化

• 審議件数の増加
• 承認済み未付番機器・試薬への付番 - 優

先順位が高いものから

◼ JLACセンターの体制強化

◼ 他組織との連携
JSLM標準化委員会、その他関連学協会と

の連携、連携

新
審
議
プ
ロ
セ
ス
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日本臨床検査医学会HP

電子カルテ情報共有サービス日本臨床検査医学会
検査項目コード委員会

臨床検査マスター

医療機関、
研究グループ

JLACセンター
保有コード

コード付番・検証・更新

一次利用・二次利用を支える医療情報標準基盤として品質保証されたJLAC標準の提供

JLAC11/10コード
維持管理・更新

JLAC11/10コードリスト

付番業務の委嘱

維持管理業務

メーカー、
検査センター等

採番相談対応

付番要請対応

16



9

17

• JLAC11付番ルールの改定

   日本臨床検査医学会(JSLM)項目コード委員会とJLACセンターにより大至急で作業中

• JLAC11付番ルール改定後にコード改訂作業

• 未公開JLAC11コードの点検整備

検査43項目+5感染項目中心にJLACセンターで実施中

• JSLM公開リストと電子カルテ情報共有サービス用JLAC11/10リストの一元管理

• JSLM公開のJLAC11/10コードリスト(公開範囲)の拡大

• 増加する医療機関からの採番要請への対応、そのための体制強化

• JSLM項目コード委員会とJLACセンターによるJLAC11の対象領域の確定

• JLAC11の付番・公開のスケジュール公表 ニーズが高い

JLACセンター：医療DXを支え、医療情報基盤の一翼を担う標準として、品質保証されたJLACコード提供を行う

喫緊の課題、現状、今後

ご清聴ありがとうございました
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